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症学会， 1990， 7 . 東京.
36) 中村典雄， 浦風雅春， 山崎勝也， 浜崎智仁， 矢
野三郎 : DHA 乳剤静注 に よ る ロ イ コ ト リ エ ン 産
生能 に つ い て . 第11回 日 本炎症学会， 1990， 7 ， 
東京.
37) 畠 山収一， 遠 山 龍彦， 多喜博文， 奥田治爾 : 透
析 患 者 の 手 根 管 症候群 (CTS) に お け る 手根骨
cystic radiolucency (CRL) の 意義. 第35回 日 本透
析療法学会総会， 1990， 7 ， 横浜.
38) 佐藤雅樹， 島 田文恵， 加藤弘巳， 矢野三郎， 金
岡又雄 : グ リ チ ル リ チ ン の体内動態ー ラ ッ ト に お
け る グ リ チ ル リ チ ン の 吸収及 び排世. 第 7 回和漢
医薬学会大会， 1990， 8 ， 富 山 .
39) 本 田裕司 ， 加藤弘 巳， 矢野三郎， 中尾院英， 金
岡又雄 : 腎 に お け る グ リ チ ノレ レ チ ン 酸結合蛋 白 .
第 7 回和漢医薬学会大会， 1990， 8 ， 富 山.
40) 丹保 仁， 矢野三郎 : 老年性痴呆症患者 に お け
る TRH 負荷試験 と 脳循環代謝改善剤の影響 に つ
い て (第 2 報) . 第148回 日 本内科学会北陸地方会，
1990， 9 ， 富 山 .
4 1 )  平 田 仁， 矢野三郎， 北川 正信， 松井一裕， 三
輪淳夫 : 粘液優勢癌 の 臨床病理学的検討. 第31回
日 本肺癌学会総会， 1990， 10， 東京.
42) 川 崎 聡， 星野 清， 水島 豊， 矢野三郎 : 気
管支端息患者の 気道過敏性 に 及 ぼす イ ブ ジ ラ ス ト
( ケ タ ス ) の 効果. 第37回 日 本結核病学会， 第26
回 日 本胸部疾患学会， 第11回 日 本気管支学会合同
北 陸地方会， 1990， 10， 金沢.
43) 星野 清， 川崎 聡， 水島 豊， 矢野三郎 : 気
管支晴息患者の 気道過敏性 に及ぼすべ ク ロ メ サ ゾ
ン の 効果. 第37回 日 本結核病学会， 第26回 日 本胸
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1) 藤 田 正俊 : 狭心症 の 治療， 薬物療法 : β遮断薬.
「最新内科学大系， 循環器疾患 5 狭心症」 井
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ィ リ ン の 免疫抑制的側面 に つ い て . 第37回 日 本結
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1990， 10， 金沢.
48) 大崎緑男， 平 田 仁， 星野 清， 川 崎 聡， 丸
山宗治， 水島 豊， 矢野三郎， 北川正信 : 診断 に
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会， 第26回 日 本胸部疾患学会， 第 1 1 回 日 本気管支
学会合同北陸地方会， 1990， 10， 金沢
49) 池本雅仁， 矢野三郎 : マ ク ロ フ ァ ー ジ (M φ )
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維持 に お け る M φ お よ び M φ 産生 factor の 役割.
第20回 日 本免疫学会総会 ・ 学術集会， 1990， 11， 
東京.
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⑨ その他
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2 )  山 崎勝也， 浜崎智仁， 加藤弘 巳 ， 矢野三郎 : BMD
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